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は 故国の山河 故郷の親兄弟を愛するその気持ちはよくわかります これからも日
本政府と積極的に交渉し 善処する様 日夜努力しているこの時 われわれ台湾省出
身の僑民は従来通り何ら動揺する事なく 自分の家業に励み 生活の安寧を計る様切
に希望しております 又 問題が御座いましたら 何卒華僑総会迄連絡をお願いしま
す                                   草々 














































































































































































































































































































































































































































































































































































(82)「雑函件」（国史館蔵 020-010199-0098) 1972年９月中華民国駐大阪総領事館発文。 
(83)「1972年９月20日中華民国留日大阪華僑総会「はがき通知」」同上、前掲資料。 
(84)「各地の愛国団結に新たな高まり―留日華僑代表会議に如実に反映」(『華僑報』第526
号、1972年10月１日)。 
(85)この点については別稿を執筆する予定。 
(86)この組織は現在なく、1998年に成立した「大阪台湾同郷会」とは別のものである。 
(87)台中出身。1919年生、2000年没。1943年2月来日。1960年、大阪華僑聯合会理事に就任
し、1968年より会長。1978年、同会が大阪華僑総会と改称後も会長職に就き、1994年に名誉
会長となる。 
(88)新竹出身。本籍は台北市。1925年生、2011年没。1940年、新竹中学を卒業後、旧満州の
建国大学に入学。1945年に来日し、1950年代は華僑経済文化協会幹事、国際新聞社記者とし
て活躍。1954年、華僑の帰国事業のため北京を訪問。1958年には大阪華僑聯合会創立に参加
し、1968年、大阪華僑聯合会副会長に選任される。 
(89)高雄出身。1922年生、1979年没。大阪市浪速区にて「黄鍼灸療院」を開業。 
(90)台南出身。1941年生。大阪華僑聯合会理事。母校の神戸中華同文学校にて体育教師を務
めていた1974年５月、「台湾省華僑代表団」の引率者として訪中。同年10月には、イランで
開催された第７回アジア競技大会に中国卓球チームの一員として参加した。 
(91)「台湾問題雑件」(「台湾問題雑件」『蔡宗傑コレクション』No18 神戸華僑歴史博物館
所蔵)。 
(92)上に同じ。 
(93)会終了後「4・16台湾問題会アピール」が訴えられ、それは「蒋一味の特務が日本での
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暗躍し、華僑を害し、中日友好を破壊する策動を断じて許さない」と言ったことや、「台湾
省人民の反蒋愛国闘争を断固支持する」、「外国の手先となって、祖国の神聖な領土台湾を分
離独立させ、外国に売り渡す陰謀を決して許さない」といった内容であった。 
(94)1976年７月26日に開催された第十五届会員大会計画表を見ると、「本会今届理事会の任
務と活動」として「台湾解放、祖国統一、反蒋斗争」が項目に挙げられていた。前掲「台湾
問題雑件」。 
(95)蔡慶播｢国際新聞社の華僑経営｣「コクサイ友の会」文集編集委員会編『國際新聞の思い
出』(出版社不詳、1997年)pp.1-10。 
(96)主に台湾出身の客家人によって構成されている。 
(97)劉雯｢日本における華人プロテスタント教会と輻輳するネットワーク｣『華僑華人研究』
第12号(日本華僑華人学会、2015年)pp.23-44。 
(98)1945年に成立した「台湾省民会」の初代会長は陳義方(1897-1972)。戦前、台湾にでは
台湾文化協会に関わり、来日後は華僑民主促進会神戸分会会長、神戸華僑文化経済協会会長、
神戸華僑信用合作社副理事長、神戸中華同文学校副董事長を歴任する。中華人民共和国建国
後まもなくの1953年、華僑遺骨送還団の一員として訪中。神戸華僑聯誼会成立後はその初代
会長を務め、会長退任後は華僑信用金庫の理事長に就任した。 
(99)徐昭陽「本会創立20周年の式典を祝す」社団法人兵庫県台湾同郷会『創立20周年念誌』
（兵庫県台湾同郷会、1993年）p.9。また、同会の成立に関しては、松井明太「神戸と台湾
出身華僑」甲南大学総合研究所編『神戸と華僑』（甲南大学総合研究所、1993年）pp.51-72
の研究もあるが、同会の設立に伴う中華民国側の受け止めや各地の同郷会の成立との関連に
ついては書かれていない。 
(100)「中共策動在日本各地区組織「台湾同郷会」事」「雑函件」（国史館所蔵、档案番号：
020-01019-0098）1972年8月、中華民国駐大阪総領事館発文。 
(101)「会員大会将於6月23日召開」(『神戸僑務通訊』1974年６月15日号)。ここに神戸華僑
聯誼会第17期理監事候補者の名前54名が記載されており、その内15人は台湾人であるが、こ
の中で台湾同郷会発起人25名の氏名は確認できない。 
(102)徐昭陽「祝台湾同郷会誕生30周年」社団法人兵庫県台湾同郷会『創立30周年記念誌』(兵
庫県台湾同郷会、2003年)pp.26-27。 
(103)上に同じ。 
(104)陳瑞麟「兵庫県台湾同郷会開会の辞」(『兵庫県台湾同郷会会報』創刊号、1973年９月
１日)pp.5-4。 
(105)中華民国留日神戸華僑総会が発行した『神戸華僑總會通訊』第６号(1980年)に掲載さ
れている理監事名簿にて、その名前が確認できる。所蔵機関は神戸華僑歴史博物館。 
(106)陳徳仁「言論と自由」(前掲『兵庫県台湾同郷会 会報』創刊号)pp.3-4。 
(107)「追悼参列団体」(『神戸華僑報』第70号、1976年２月10日)。 
(108)「関東、関西地区僑情匪情親華団体」「兵庫県台湾同鄉会傾向有利宣伝情形」（国史館
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所蔵、档案番号：020000001908A）1976年３月24日、亜東関係協会大阪弁事処発文。 
(109)「会務通信欄」『兵庫県台湾同郷会 会報』第23号（1976年５月１日)pp.9-10。この会
務通信欄には「昭和50年度事業報告」(昭和50年１月１日～12月31日)が掲載されており、「台
湾蒋総統 逝去の報に接す」「台湾省僑務委員会に弔電を打電す」と記され、国名の記載は
避けているようであった。 
(110)「関東、関西地区僑情匪情親華団体」「兵庫県台湾同鄉会傾有利宣伝情形」（国史館所
蔵、档案番号：020000001908A）1976年３月24日、亜東関係協会大阪弁事処発文。会員逝去
に関する報告や、会員の告別式参加通知文発送などに関しての記載もされているにも関わら
ず、周恩来追悼式典に関する報告はなく、役員の出席や「追悼参列団体」に関しての説明も
見当たらなかった(第21号、1976年１月～第31号、1977年11月)。 
(111)1984年、同会で初の訪台帰国団が結成された際には中華民国僑務委員会を訪問し、さ
らに中正紀念堂を訪れ蒋介石像に献花をしている。他方、1985年５月には同会副会長黄耀庭
が、同会名誉会長徐燦生や同会正副会長を率いて中国を訪問し、中共中央対台工作領導小組
組長鄧頴超と接見した。出発前、亜東関係協会大阪事務所より大陸渡航を控えるよう申し入
れがあったと言われている。北京日本帰僑聯誼会編『日本帰僑華僑与中日友好』(北京：北
京時代弄潮文化発展公司、2012年)p.201。当時の大陸訪問によって、中華民国政府が同会に
対して不満を抱き、陳鵬仁著の前掲『日本華僑概論』では同会の名が記載されなかったので
はないかと推察できる。  
(112)神戸中華同文学校校長の李萬之は中華民国政府より左傾化が疑われており、政府から
の同校校舎の建設資金提供と引き替えに同校長らの更迭などが要求されていた。同氏の生涯
を記した王柏林は、こうした経緯から「神戸の華僑の人々は、たちまち台湾当局への強い拒
否反応と嫌悪感を覚えるようになった」と付している。王柏林｢神戸の華僑社会に生涯を捧
げた教育者 李万之｣神戸華僑華人研究会編『神戸と華僑－この150年の歩み』(神戸新聞総合
出版センター、2004年)p.92。 
(113)中華会館編、前掲書、2013年、pp.255-256。 
(114)横浜は神戸と同様、学校・僑会・同郷会・廟・墓地などがある。中華民国支持派と中
華民人民共和国支持派の争いが顕著であったと言われているが、神戸と違って台湾出身者の
割合はさほど多くなく、その人口の過半を広東省出身者が占めているのが特徴である。また、
中華会館や関帝廟は中華民国系華僑学校の敷地にあり、ながらく中華民国系との関わりが密
接であった。 
(115)台湾問題研究所編『中華民国総覧』(台湾研究所、1979－2000年)。ここには横浜台湾
同郷会や留日台湾同郷会、さらに旅日寧波同郷会や横浜東北同郷会といった中華民国支持の
華僑で構成される大陸各省の同郷会の名がある。また、在日台湾同郷会や台湾独立建国連盟
日本支部の名など独立系組織も掲載されている。 
(116)許瓊丰「神戸の台湾真珠商人」(『兵庫県台湾同郷会会報』第173号、2013年９月)pp.19-25。 
(117)北京日本帰僑聯誼会編、前掲書、2012年)pp.181-182。 
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(118)選台後も中華民国政府の要職を歴任した于右仁による題字の扁額は、関帝廟の正門に
掛けられており、「陳有旺、陳惠美、陳蔡玉、陳有祥、陳有縮 敬献｣とある。中華民国留日
神戸華僑総会関係者への聞き取りによると、彼らはみな神戸在住の台湾出身者で、一族は中
華民国留日神戸華僑総会と繋がりを有している。陳有祥は、神戸において天道(一貫道)の布
教を行った人物である。2015年12月４日のインタビューより。なお、前掲『落地生根―神阪
中華会館の百年』では扁額のことについての記述は見当たらない。 
(119)中華会舘の公算(墓地)売却問題に関しては、『落地生根―神阪中華会館の百年』
pp.308-317が詳しい。なお、神戸の「中華会館」は「中華会舘」を正式名称としているため、
本稿でもこれにならった。 
(120)「会務通信」(『兵庫県台湾同郷会 会報』創刊号、1973年9月1日)pp.22-23。 
(121)(中華民国留日)神戸華僑総会は1945年の創設以来、日華断交後も中華民国を支持する僑
会として機能していたが、1976年５月には神戸華僑聯誼会らが「華僑総会正常化」を主張し、
総会建物を占拠する事件が発生する。結局、機動隊により聯誼会側のグループは総会より排除
されたのだが、同年９月、聯誼会は「神戸華僑総会・神戸華僑聯誼会団結統一臨時会員大会」
を開催し、この大会において聯誼会は「神戸華僑総会」と統一したとされ、北京政府支持の「神
戸華僑総会」が登場した。一方、中華民国留日神戸華僑総会はこの会員大会とは無関係の立場
を取り、中華民国政府とのチャンネルを持つ僑会として現在に至るまで活動している。「華僑
総会正常化」に関しては別稿を執筆する予定。 
(122)過放｢在日華僑のアイデンティティの変容－華僑の多元的共生｣ (東信堂、 1999
年)pp.194-195。読売新聞社横浜支局『落地生根－横浜中華街物語』(アドア出版、1998年)。
王柏林、前掲書、2004年、pp.75-98。岩井孝夫「神戸南京町vs橫浜中華街」山下清海編『華人
社会がわかる本－中国から世界へ広がるネットワークの歴史、社会、文化』(明石書店、2005
年)pp.113-119。中華会館編、前掲書、2013年、p.254。 
(123)｢華主席の訪日を熱烈歓迎しよう－座談会79年の回顧と80年の展望｣（『関西華僑報』第62
号、1979年12月25日）。『関西華僑報』は、北京政府を支持する神戸・大阪・京都の華僑総会が
合同で発行する機関紙である。 
